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　患者が自分の体質に適した医薬品を選ぶことは難
しい。そのため、同社ではＬＩＮＥ上で「むくみが
あるか」「汗ばむか」など、複数の質問に回答する
ことで、その患者の体質に合った医薬品を提案する
アルゴリズムを開発。アルゴリズムによる提案と患
者の回答をリモート勤務の薬剤師が照らし合わせた
上で患者へのメッセージを作成。東京・四ッ谷の実
店舗に勤務する薬剤師がメッセージをチェックした
上で、患者に送信する仕組みだ。
　加藤さんもシステム開発に関わった。入社後は、
独学で学んだ知識と実務で求められる知識のギャ
ップに苦労することが多かったが、他のエンジニ

（１ページから続く） アのサポートを受けな
がら開発業務を続けて
いる。サービス開始
直後はアルゴリズム
の精度に課題があっ
たが、患者からのフィ
ードバックをもとに改
良を重ね、次第に精度
が上がっていった。試
行錯誤の連続だった
が、やり遂げたときに
は達成感を得ることが
できた。

　オンライン薬局のシステム開発は、患者満足度の
向上だけでなく、薬剤師の新たな働き方を提案でき
るという喜びもある。代表取締役や実店舗で働く社
員などのほか、同社にはリモートで勤務する薬剤
師が10人以上いる。その多くが子育てや介護など
の事情により現場で働くことが困難な人だ。「育児
などで現場から離れざるをえなかった薬剤師は数
万人いると聞く。リモート勤務の実現により、こ
のような方々に雇用を生み出せている」と、加藤
さん。
　システム開発を通じて医療業界に貢献できている
という実感が強くなった。やりがいのある仕事とし
て誇りを感じている。
　今年の春頃までは同システムの開発に注力してい
たが、リモート勤務の体制をより整えるため、現在
は薬剤師が患者とメッセージのやり取りを行う管理

者画面の開発に取り組
んでいる。薬剤師が専門性の高い仕事に集中でき、
サービスのクオリティ向上につながるような管理者
画面を作るという高い目標がある。
　現在は漢方の取り扱いがメインだが、６月からは
処方薬のオンライン服薬指導を開始。順次、サプリ
メントやＯＴＣ薬の取り扱いも始める予定だ。オン
ライン薬局としての地位を確立し、実店舗の薬局が
備える基本的な機能を網羅するための動きを加速さ

せている。
　処方薬の取り
扱いを始めるに
当たって加藤さ
んは、医薬品卸
売業者とのやり
取りも担当し
た。

　獣医になるとの夢が大学受験で叶わず、「浪人し
たくない」という消極的な理由から、合格した薬学

部に入学した。薬学生時代に
特筆して頑張った経験もな
い。今はプログラミングとい
うやりがいが生活を豊かにさ
せてくれていると実感してい
る。
　薬剤師免許を持つエンジニ
アは異色の存在だ。加藤さん
は、薬剤師のスキルにプラス
した技能を持つ人が増えるこ
とで多様性が高まり、業界が
発展すると考えている。「18
年のサッカーＷ杯で優勝した
フランス代表メンバーのほと
んどが移民かその子供だ。

様々なバックグ
ラウンドを持つ
人が同じコミュ
ニティに属して
いることが発展
につながる」と語る。
　薬学生の卒業後の進路は、薬局、ドラッグストア、
製薬企業がほとんどだが、加藤さんは異なる業界で
インターンとして働くことを勧める。「学生時代に
は思いつきもしなかったが、学生時代に様々な業界
を見ると視野が広がるので、その後の人生にプラス
になると思う」。進路選択に悩む人には、「薬剤師免
許を持っていればやり直しがしやすいので、社会に
出てからでも進路を考え直すことは十分できる。挑
戦した結果がダメでも落ち込む必要はないので、自
分が興味のある方向に進んでほしい」とアドバイス
を送る。

現場離れた薬剤師に
活躍の場生み出す

多様性が発展の原動力
視野広げると人生にプラス

サービス開発の中核を担う

ＬＩＮＥの質問画面

業務の相談をする加藤さん（右）
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